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1 8 　 膵 癌 に 対 す る 化 学 療 法 の 検 討
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19　当院における浸潤性膵管癌の検討
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当院 1 9 年間の 浸潤性肺管癌は 1 5 6 例 で 手術肝
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2 0　浸潤性膵管癌（TS2以上）症例の検討

上 屋 嘉 昭 ・ 内 藤 哲 也 ・ 田 中 乙 雄
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3 イト経過後に 何党する症例が多か っ た. 3 咋生

存例は sl o w g r o w i n g など の 特殊虹例を切除 して

い る と考えられた .

21　当科における膵癌切除症例の検討

新 国 恵 也 ・ 清 水 大 喜 ・ 桑 原 明 史

諸 国 哲 也 ・ 河 内 保 之 ・ 清 水 武 昭
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: ま で の 別間にり] 隠 した浸潤件

肺皆癖 3 1 側 に つ い て検討 し た.

手術の 内抑ま P D 1 7 例 ,
P p P D 4 例, 肺肘宅部切

除 6 1//El , 牌全摘 4 例 で あ っ た . F 朋厄合併切除は 1 1

例 ( P D 8 , P p P D l , 牌全脂 2) に 行 っ た .

左副腎U][徐を 1 0 側 に 行 い ,
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=f ･ 恥
-/
/ヒ亡例 は なく

,

全例---一度は退院が 可能 で あ っ た .

3 {rF 生存例は 9 例 で ,
5 年生存例 は 4 例 ( 1 0

'i:
_

2 1I7fl
,
7 1 : _ 1 例 ,

6 生 1 例) で あり ,
現在生存中の


